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令和４年

（2022)

かつらぎあじさい園（かつらぎ町）

土壌の酸度によって花の色が変わるため、「七変化」という別名もある紫陽花（あじさい）。
雨が多く、気分が沈んでしまいそうになるこの季節。様々な色合いを見せてくれる紫陽花を楽しむため、雨
の合間に少し散歩に出かけてみてはいかがでしょうか。 （写真提供：公益社団法人和歌山県観光連盟）
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                      知 事 メ ッ セ ー ジ   

 

嫌われても未来のために 

 

和歌山県もようやく高速道路が次々と完成し、四車線化も進んでまいりました。地

域の発展には、その条件として、その地域がどれだけ便利かが問われ、この車時代に

高速道路が未完成で不便という地は、企業誘致でも投資でも観光でもどんどん不利に

扱われます。それが分かっていたからこそ、あの民主党政権時代の「コンクリートか

ら人へ」の大合唱で足を引っ張られながら、その一日も早い完成に努力し、先日最後

の新宮道路の用地幅杭設置式を挙行するに至りました。その式の来賓としてご出席の

二階俊博衆議院議員が、遅れた理由の一つは、用地取得に時間がかかり、それは行政

が嫌われるのをいやがって法律で定められた取得手続を 逡 巡
しゅんじゅん

するからだと指摘され

ました。私はその通りだと思います。 

 公共事業の場合、話し合いで用地取得が合意できないときは、一定の条件下で収用

手続が取れるのですが、行政も政治もなかなかそういう手荒なことはしたがりません。

嫌われるのはいやだから、行政の対応は遅れがちになるし、選挙で選ばれる首長は、

特に人に嫌われることはしたくないと思われます。 

しかし、それでは進みません。地域の未来の発展のためには、嫌われても我々行政

は必要な手続を進めないといけません。私は知事に就任以来、責任は取るから、私の

評判が落ちてもいいから話はどんどん進めよう、それが地域と大勢の人の未来に繋
つな

が

るのだからと職員に言って頑張ってもらいました。トップが波風を立てて嫌われるの

がいやで消極的だったら熱心な職員も立つ瀬がありません。 

 また、嫌われるといえば、先ほどの「コンクリートから人へ」のように、ある時代

の支配的な世論（「風」）になっていることも、それに逆らうことは勇気がいります。

多くの人に嫌われるからです。しかし、県の未来のためには、勇気をもって主張する

ことも知事の務めだと思ってやってまいりました。あの時、勇気のある政治家も風に

逆らってくれました。そして高速道路の建設は進みました。 

 

和歌山県知事 仁 坂 吉 伸 

 

 

 

  

5/27 県知事表彰式にて 
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 今月の和歌山県政トピックス                     

 

●「和歌祭 四百年式年大祭」が執り行われました           

 

「和歌祭」は、紀州徳川家の初代

藩主・徳川頼宣が、父・家康を祀

るために創建した紀州東照宮にお

いて、元和８(1622)年に始められ

た例大祭です。今年は創始 400 年

の節目となることから、５月 15 日

に「和歌祭 四百年式年大祭」が執

り行われました。 

 祭りは午前中、白装束に身を包

んだ担ぎ手が、紀州東照宮の 108

段の石段を約１トンの神輿を担ぎながら、「チョーサー」という掛け声ととも

に勇ましく駆け下りる「神輿
み こ し

おろし」で幕を開けました。その後、神輿は和歌

山城までの約 4.5km を従来の担ぎ手のほか、大学生や高校生の皆さんによって

リレー形式で運ばれました。 

 午後からは、和歌山城周辺に舞台を移し、

「武者
む し ゃ

」、「雑賀踊
さいかおどり

」、「相撲取
す も う と り

」などの

株が、江戸時代から口伝によって継承され

てきた伝統の技を披露しながら練り歩く

「渡御
と ぎ ょ

行列」が繰り広げられました。また、

今回は、地域の子供達や地元企業の方々な

どが担い手となり復活させた「獅子
し し

」、

「童子
ど う じ

」、「棒振
ぼ う ふ

り」の株も加わりました。 

さらに、松平健さん扮する八代将軍・徳

川吉宗が白馬に跨がって登場し、お祭に彩りを添えるなど、400 年という節目に

ふさわしい大変華やかで見応えのあるお祭となりました。 

 この「和歌祭」が、伝統的なお祭りを絶やすまいとする

先人達のたゆまぬ努力と情熱により 400 年という長い間継

承されてきたことはとても誇らしいことです。 

 県としましては、旅行需要の喚起を目的としたキャンペ

ーンの推進や、紀州東照宮が構成文化財の一つとなってい

る日本遺産「絶景の宝庫 和歌の浦」など、和歌山県の魅力

を積極的に発信するとともに、令和５年「弘法大師空海御

誕生 1250 年」、令和６年「世界遺産登録 20 周年」、令和

７年「大阪・関西万博」の期間を「ダイヤモンドイヤー」と

位置付け、コロナ禍からの反転攻勢をめざしていきます。 

渡御行列の様子 

松平健さん扮する徳川吉宗 

神輿おろしの様子 
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                     今月の和歌山県政トピックス   

 

●令和４年和歌山県知事表彰式を開催しました             

 

 ５月 27 日、新型コロナウイルス感染症対策

を徹底して「令和４年和歌山県知事表彰式」を

開催し、42 名・５団体の方々を表彰しました。 

 県では、公共の福祉増進に功労があった方や

その他広く県民の模範となるべき方の功績の

顕彰を目的として昭和 28 年に「和歌山県知事

表彰」を制定しており、今回で 70 回目を数え

ます。これまでに延べ 5,236 名、306 団体の方々を表彰してきました。 

式典では、司会者から受賞者の方々の御功績を紹介し、各功労部門の代表者

の方に知事から表彰状と記念品をお贈りしました。続いて、教育、文化等の振

興に功績のあった美山
み や ま

良夫
よ し お

さん（慶應義塾大学名誉教

授）と産業の振興に功績のあった辻
つじ

曙生
あ け み

さん（Wakayama 

T&M 名誉会長）のお二方から、受賞者代表として、受賞

の喜びとともに、これまで支えてくれた方々への感謝

の気持ちや今後の決意と抱負が述べられました。 

 受賞者の皆さんのこれまでの本県への多大な御尽力

に深く感謝いたしますとともに、県では、受賞者の皆さ

んの御協力も得ながら、今後も県の発展に向けて様々な施策に全力で取り組ん

でいきます。 

【和歌山県知事表彰受賞者の皆さん（順不同・敬称略）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

各功労部門の代表者への表彰状授与の様子 

美山さんによる代表挨拶の様子 
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 今月の和歌山県政トピックス                     

 

●紀伊半島一周高速道路の実現へ更に前進 － 一般国道 42 号 新宮道路  

 用地幅杭設置式を開催 －                      

 

 令和元年度に事業化され、これ

まで調査設計を進めてきた一般国

道 42 号新宮道路の、本格的な事業

着手と事業の円滑な推進に向け、

５月 28 日、新宮市立総合体育館で

「紀伊半島一周高速道路（近畿自

動車道紀勢線）」の和歌山県側では

最後となる「用地幅杭設置式」が

行われました。 

 式典では、来賓として二階俊博衆議院議員、森礼子和歌山県議会議長をはじ

め関係者の方々にもご出席いただきました。また、榎本鉄也新宮市議会議長に

よる「がんばろう三唱」で、地域のより一層の発展のため、一刻も早い完成に

向けて取組を進めていくことを参加者全員で決意しました。 

 新宮道路は、近畿自動車道紀勢線の一部を構成する、新宮市あけぼのから同

市三輪崎に至る延長 4.8km の自動車専用道路です。また、三重県紀宝町から新

宮市あけぼのに至る新宮紀宝道路は、令和６年秋の全線開通が予定されており、

工事が進められています。 

 現在、新宮市から三重県紀宝町までの地域は、国道 42 号が唯一の幹線道路と

なっており、日常的な交通渋滞が発生しています。 

 新宮道路及び新宮紀宝道路の完成により、地域の救急医療体制の観点からは、

新宮市立医療センターといった高度な医療を提供する医療機関に、県境を越え

てより多くの方を速やかに搬送することが可能となるとともに、大規模災害時

における避難路の確保や緊急車両の

通行のために機能する、地域住民の安

全と安心につながる命の道として、大

いに期待されています。 

 さらに、新宮道路を含む近畿自動車

道紀勢線の整備によって、周遊観光ネ

ットワークが形成され、広域的な観光

周遊性が向上することで、観光客など

交流人口の増加が期待されています。 

南紀熊野ジオパーク、熊野那智大社、

熊野速玉大社などの魅力的な観光資源が数多くある本県にとって、大きな経済

効果と地域の活性化につながるものと考えています。  

１日も早い完成を願って用地幅杭打設を行いました 

周遊観光ネットワーク 

南 紀 熊 野  
ジ オ パ ー ク  



- 5 - 

                     今月の和歌山県政トピックス   

 

県としましては、2025 年に開催される大阪・関西万博も見据え、関係自治体

や地元の皆さんの御協力を得ながら、必要な用地取得を進め、「紀伊半島一周高

速道路」の一日も早い完成に全力で取り組んでいきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●「高校生のためのわかやま就職ガイド」を作成しました！       

 

 県では、高校生の県内就職を促進するため、和歌

山で就職するメリットや県内企業の概要及び採用

情報を掲載した「高校生のためのわかやま就職ガイ

ド」を作成しました。県内の高校３年生の就職希望

の全生徒と高校２年生の全生徒に配布します。 

 また、令和４年度からの新たな取組として、５月

19 日より「高校生向けの就活ポータルサイト」を公

開し、求人票の見方や面接対策などに役立つ情報や

県内企業紹介動画などを掲載しています。 

 令和３年度の高校生の県内就職率は、前年度比＋

1.1％の 77.7％で過去 10 年間で３番目に高い率と

なっています。県では、引き続き、地域ブロック別

での応募前企業ガイダンスの開催や、Web を

活用した合同企業説明会など、県内就職を希

望する高校生が夢を持って就職できるよう

支援を行っていきます。 

 

ポータルサイト QR コード➝ 

紀伊半島の高速道路整備状況 

「わかやま就職ガイド」表紙 

「就活ポータルサイト」画面 
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 今月の和歌山県政トピックス                    

 

●県立串本古座高等学校で第１回「宇宙講座」が開催されました     

 

 県では、宇宙に興味・関心をもつ生徒を全国から呼び込み、生徒の確保を図

るとともに、地域と連携した取組等を活かしながら、未来を切り拓く人材の育

成と紀南地域の活性化につなげるため、令和６年度から県立串本古座高等学校

に「宇宙探究コース」を新設することとしています。 

同校では、宇宙探究コースの設

置に向け、令和４年度から総合的

な探究の時間において、宇宙関連

学習を実施しています。 

このたび、第１回の「宇宙講座」

を５月 11 日に開催し、有人宇宙シ

ステム株式会社の前村
まえむら

孝
たか

志
し

常務取

締役と土田
つ ち だ

哲
あきら

安全開発・ミッショ

ン保証部主席を講師に招き、「宇宙

におけるコミュニケーションスキル－フライトディレクタの視点から－」をテ

ーマに、宇宙の基礎知識や国際宇宙ステーションの紹介及び宇宙での生活につ

いてご講演いただきました。受講後の生徒達からは、「宇宙が身近に感じられる

ようになって、少し不思議な気持ちになった」、「宇宙では、国境関係なく外国

の方と交流があるのがいいと思った」、「串本町からロケットが飛ぶ日が楽しみ」

といった声が聞かれました。 

 また、同校における宇宙教育活動に

関連して、県及び県教育委員会は４月

27 日にスペースワン株式会社（豊田
と よ だ

正和
まさかず

代表取締役社長）と連携協定を締

結しました。 

スペースワン株式会社は、串本町で

民間初の小型ロケット発射場「スペー

スポート紀伊」を運営する会社であ

り、今年中に小型ロケット「カイロス」初号機の打ち上げが予定されています。 

協定の内容は、①授業や部活動への講師派遣、②教職員を対象とした研修支

援、③授業に必要な機器や設備等の助言、④スペースポート紀伊の見学機会の

提供です。 

 県としましては、引き続き宇宙人材の育成に向けた取組を推進するとともに、

宇宙を核とした産業振興や地域発展をめざしていきます。 

  

生徒達は熱心に講演に聴き入りました 

スペースワン(株 )との連携協定締結の様子 



- 7 - 

                     今月の和歌山県政トピックス   

 

●ヒジキの人工種苗育成が順調に成果を上げています！         

 

 近年、県では海水温の上昇などにより、ヒ

ジキの収穫量が減少しています。そこで県水

産試験場は、「天然ヒジキ増産に向けたヒジ

キ移植技術の開発」をテーマに、平成 30 年

から技術開発を続けてきました。 

試行錯誤を繰り返した結果、コンクリート

レンガに毛糸を付加した移植用基質を使用

することで、より効率的にヒジキの種苗の移植が可能となることが判明しまし

た。さらに、昨年度県内３箇所で上記技術を活用して人工種苗の移植を行った

結果、天然のヒジキと遜色ない成長を確認しました。 

今後は、これまでの研究成果を踏まえ、現場の漁業関係者などから頂いた意

見や要望をもとに更なる改良を重ね、技術の普及並びにヒジキの増産につなげ

ていきます。  
 
●柿の収穫量 43 年連続日本一！みかんの収穫量 18 年連続日本一！！   
 
 先ごろ、近畿農政局から令和３年産の柿の収穫量及びみかんの収穫量が発表

され、和歌山県が柿で 43 年連続、みかんで 18 年連続の全国１位に輝きました。  
 和歌山県の柿の収穫量 39,700t は、全国の

21％を占めています。また、県では令和３年

に甘柿の新品種「紀州あかね」を開発しまし

た。「紀州あかね」は、果皮は紅橙色、果実

重は 250～300g 程度で、糖度は 17％前後、

シャキシャキとした食感で食味が良いのが

特長であり、令和７年秋以降の収穫開始をめ

ざしています。今後、柿産地としての和歌山

の名を更に盤石なものとするため、平成 29 年に開発

した「紀州てまり」と共に、柿の県オリジナル品種と

して普及に取り組んでいきます。 

柿は１個で１日に必要なビタミンＣをほぼ摂取で

きるほど栄養豊富な果物で、「柿が赤くなると医者が

青くなる」と言われる所以です。また、秋には紀の川

両岸の丘陵地帯で、大きく色付いた柿が辺り一面を彩

ります。まだ先の季節ですが、秋の風情を味わいに、

ぜひ和歌山へお越しください。 

食味が優れ、果皮色の濃い「紀州あかね」 

柿の都道府県別収穫量 

成長した移植ヒジキ 
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 今月の和歌山県政トピックス                    

 

 続 い て 、 和 歌 山 県 の み か ん の 収 穫 量

147,800t は、全国の 20％を占めています。ま

た、県では、みかんの他平成 30 年に柑橘新品

種「はるき」を開発しており、令和８年頃から

の果実出荷・販売をめざしています。 

 さらに、日本農業遺産に認定されている「下

津蔵出しみかんシステム」（海南市下津地域）

と「みかん栽培の礎を築いた有田みかんシステ

ム」（有田地域）を融合した、「有田・下津地域の石

積み階段園みかんシステム」の世界農業遺産認定を

めざして、５月 26 日に、県や両地域の市町、農協等

により「有田・下津地域世界農業遺産推進協議会」を

設立したところであり、令和６年２月の認定に向け

て取り組んでいきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

さくさくとした食感の「はるき」 

みかんの都道府県別収穫量 

「有田・下津地域の石積み階段園みかんシステム」 
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                            お 知 ら せ  

 

●「わかや古墳ガイド～行く・見る・楽しむ 70 スポット～」が発行され  

 ました                               

 

 このたび、県立紀伊風土記の丘学芸員が執筆編集

し、和歌山県の代表的な古墳の魅力を分かりやすく

解説した初のガイド本「わかやま古墳ガイド～行

く・見る・楽しむ 70 スポット～」が、ニュース和

歌山株式会社より発行されました。 

和歌山県内には約 1,700 基の古墳があるとされ

ています。本ガイド本では、総数約 900 基もの古墳

を擁し、国の特別史跡にも指定されている「岩橋
い わ せ

千塚
せんづか

古墳群」（和歌山市）や各地域の古墳を写真や

イラスト・地図を使って紹介しています。翼を広げ

た鳥形埴輪
は に わ

や両面人物埴輪が出土した「大日山 35

号墳」、県内最大級の円墳であり、国内唯一の金製

勾玉
まがたま

が出土した「車駕之古址
し ゃ か の こ し

古墳」（和歌山市）など古墳 70 スポットを現地取

材を元に学芸員が解説を作成しました。 

 和 歌 山 県 に は 今 か ら 1,800 年 前 ～

1,400 年前の遥か昔に築かれた古墳が身

近に残されています。本ガイドをご活用

いただき、これらの古墳の魅力や奥深さ

に触れていただくとともに、大人から子

供まで実際に古墳に訪れて更に理解を深

めていただければと思います。 

 また、県立紀伊風土記の丘の資料館で

は、古墳群から出土した埴輪や生活用具

などの考古資料・民俗資料を展示していますので、ぜひお越しください。 

 

 

 

  

 

  

「わかやま古墳ガイド」表紙 

各古墳の特色等を分かりやすく解説 

大日山 35 号墳の墳丘全景 大日山 35 号墳から発見された形象埴輪郡(重要文化財) 
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 お 知 ら せ                          

 

●「コレクション展 2022－春夏 特集 生誕 130 年 田中恭吉」が開催中  

 

 県立近代美術館では、和歌山ゆかりの作家について

の展覧会と作品収集を中心に、日本画、洋画、彫刻、版

画など総数 10,000 点を超える作品を収蔵しています。

コレクション展では、これら所蔵品を通じて幅広い美

術の表現に接していただけるよう、季節ごとに展示を

替え、様々な特集コーナーを設けながら魅力的な作品

の紹介を行っており、現在は「コレクション展 2022－

春夏 特集 生誕 130 年 田中
た な か

恭
きょう

吉
きち

」を開催しています。 

 田中恭吉は 1892 年に和歌山

市に生まれ、東京美術学校（現・

東京藝術大学）に入学して美術

の道を歩み始め、恩地
お ん ち

孝四郎
こ う し ろ う

や

竹久
たけひさ

夢
ゆめ

二
じ

と交流して彼独自の

ペン画などに才能を発揮します。県立近代美術館には、

田中恭吉の初期から晩年までの代表作をはじめ、スケッ

チや書簡、詩歌原稿等の資料も含め、約 1,000 点が収蔵

されていますが、今回のコレクション展では、その創作

のプロセスやイメージの展開を辿れるような約 80 点を

紹介しています。 

 田中恭吉はわずか 23 歳という若さで肺結核によりそ

の生涯を終えました。自らの死を悟りながら、ふるえる

ような感情を表現した作品をぜひご覧ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

【開催概要】 

 会  期 令和４年４月 29 日（金・祝）～７月３日（日） 

  開館時間 ９時 30 分～17 時 （入館は 16 時 30 分まで) 

  休 館 日 毎週月曜日 

  入 館 料 一般 350 円(270 円)・大学生 240 円(180 円) 

＊（  ）内は 20 名以上の団体料金 

＊高校生以下、65 歳以上の方、障害のある方、県内に在学中の外国 

人留学生は無料 

       ＊６月 25 日(毎月第４土曜日)は「紀陽文化財団の日」として大学生 

        無料 

       ＊７月３日(毎月第１日曜日)は全館無料  

《飛び去る前》1914 年  

《少女》1914 年  
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                            お 知 ら せ  

 

●サマータイムレンダ TV アニメ化記念企画 － デジタル旅雑誌「聖地・ 

 和歌山の旅」が公開中です －                   

 

 県及び県観光連盟では、和歌山市の友ヶ島をモ

デルとした田中
た な か

靖規
や す き

さん原作漫画「サマータイム

レンダ」の TV アニメ化記念企画として、デジタル

旅雑誌「聖地・和歌山の旅」を作成し、県観光連盟

のホームページで５月 20 日より公開しています。 

 旅雑誌では、物語の主要キャラクターである

小舟
こ ふ ね

潮
うしお

役・声優の永瀬
な が せ

アンナさんと小舟
こ ふ ね

澪
みお

役・声

優の白砂
し ら す

沙帆
さ ほ

さんのお二人が、物語の聖地である

友ヶ島などを巡り、和歌山市内の魅力をふんだん

に紹介しています。また、和歌山市内にとどまら

ず、県内全域へ訪れていただけるよう、日本一の

パンダの飼育頭数を誇る白浜町や県内各地のイン

スタ映えスポットも紹介しています。 

 県及び県観光連盟としましては、今回の「サマータイムレンダ」TV アニメ化

記念企画など、和歌山を全国に PR するための取組を引き続き行っていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

「聖地・和歌山の旅」表紙 

友ヶ島 第３砲台跡 めでたいでんしゃ 足湯 
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 お 知 ら せ                          

 

●ふるさと和歌山応援寄附（ふるさと納税）の御案内               

 

ふるさと和歌山応援寄附は、「ふるさ

と和歌山を大切にしたい」、「和歌山を応

援したい」という思いを具体化するため

の制度です。これまで多くの御寄附と力

強い応援メッセージを数多くいただい

ております。 

県では、ふるさと和歌山応援寄附を

「世界遺産『紀伊山地の霊場と参詣道』

の保全や活用」や「がん対策の充実」な

どの分野で活用させていただいており

ます。 

御寄附につきましては、申出からクレ

ジット決済等までを同時に行うことが

可能なふるさと納税総合サイトをご利用ください。 

和歌山県外にお住まいで１万円以上の御寄附をいただいた方には、和歌山県

優良県産品（プレミア和歌山）として県が認定した商品等の中から、事業者の

協力を得て選定した返礼品の中から１品をお選びいただけます。和歌山県が誇

る優良産品をぜひご堪能ください。 

ふるさと和歌山応援寄附についての詳細は、和歌山県のホームページ上の「ふ

るさと和歌山応援サイト」に掲載しています。 

これからも、ふるさと和歌山応援寄附にご協力いただきますようお願い申し

上げます。 

 

各ポータルサイトのＱＲコードはこちら 

ふるさとチョイス  ふるなび  ＡＮＡのふるさと納税 ふるラボ  ＪＡＬふるさと納税  

 

 

 

 

 
－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－･ 

＊＊＊＊  ふるさと和歌山応援寄附（ふるさと納税）に関しましては  ＊＊＊＊  
★お問合せ・申込窓口★          ★お問合せ窓口★  
〒640-8585                 〒102-0093 
和歌山市小松原通一丁目１番地       東京都千代田区平河町 2-6-3 
総務部総務管理局税務課          都道府県会館12階 
担当 栩野、宮田、小弓場         和歌山県東京事務所 
電話 073-441-2186(直通)          担当 前 
FAX  073-423-1192             電話 03-5212-9057 

E-mail: furusato-ouen@pref.wakayama.lg.jp FAX  03-5212-9059 
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                            お 知 ら せ  

 

●ふるさと和歌山応援寄附を活用して行う県の取組              
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 お 知 ら せ                          

 

●和歌山の食の総合ポータルサイト「おいしく食べて和歌山モール」の      

 御案内                                 

 

県では、県産品を生産販売する県内事業者の商品販売ページを紹介するイン

ターネットショッピングモール「おいしく食べて和歌山モール」を開設してい

ます。和歌山の特産品である果物や果実加工品、しらす･干物などの水産加工品、

菓子類など様々な商品をご紹介しています。 

大手ショッピングモールサイトと自社のサイトで同時に販売しているなど、

同一の商品について販売サイトが複数ある場合は、商品購入用リンクを並列し

て複数掲載し、消費者の好みに合わせて購入できるようにしています。 

６月に入り「桃」の収穫がはじまりました。県での歴史は古く 300 年も前か

ら紀の川市桃山町にて栽培されていたとされています。本サイトでも桃やその

加工品など様々な関連商品をご紹介しております。 

「おいしく食べて和歌山モール」を通じ〝食の宝庫和歌山″の魅力を感じてい

ただくとともに、和歌山県の商品を購入される際は、ぜひご活用ください。 

 

 

 

                                  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

＜おいしく食べて和歌山モールはこちら＞ 

https://oishii-wakayama.com/ 
  

サ イ ト QR コ ー ド  
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                           ふるさと歳時記  

 
 
イベント情報（７月上旬～８月上旬） 
 
＊新型コロナウイルス感染症の影響等により、規模の縮小や中止となる

場合があります。最新の情報は、各主催者へお問い合わせください。 
 

開催日・期間  行事名  場所  問い合わせ先  

７月上旬 たなばた祭り 

淡嶋神社 

（和歌山市） 

紀三井寺 

（和歌山市） 

藤白神社 

（海南市） 

淡嶋神社 

073-459-0043 

紀三井寺 

073-444-1002 

藤白神社 

073-482-1123 

７月中旬 那智の火祭 
熊野那智大社 

（那智勝浦町）  

熊野那智大社 

0735-55-0321 

７月下旬 天神祭 
和歌浦天満宮

（和歌山市） 

和歌浦天満宮 

073-444-4769 

８月上旬 
紀州おどり 

「ぶんだら節」 

和歌山城周辺 

（和歌山市） 

紀州おどり実行委員会 

073-435-1234 

 

自然・風物情報（７月上旬～８月上旬） 
 

時期  自然・風物名  場所  問い合わせ先  

７月上旬 ハマユウ見頃 
番所庭園(和歌山市) 

白良浜(白浜町) 

番所庭園 

073-444-6533 

白浜町観光課 

0739-43-6588 

７月中旬 サンゴの産卵  
串本海中公園センター他

（串本町）  

串本海中公園センター 

0735-62-1122 

７月下旬 梅の天日干しはじまる  みなべ町各地 

JA 紀州みなべいなみ

梅部会 

0739-72-1174 

８月上旬 ぶどう狩りオープン  

有田巨峰村 

（有田川町） 

紀南観光ブドウ園 

（田辺市） 

有田川町商工観光課 

0737-52-2111 

紀南観光ブドウ園 

0739-24-2305 
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～編集後記 ～ 

 

 和歌山も 雨の日が多 い季節にな りましたが 、みなさま いかがお過 ごしでしょ うか。 

今月も「和 歌山だより 」をご覧い ただきあり がとうござ います。  

 

 気象予報 では、「日中の蒸し暑 さ」を表す「不快指数 」という言 葉が聞かれ るように

なりました 。梅雨時は 、蒸し暑く 、じめじめ して普段よ りもイライ ラ度もあが っている

方もいらっ しゃるかも しれません 。 

 イライラ したとき、何かに怒り の感情を持 ちそうにな ったとき、みなさまは どのよう

にされてい ますか。私 は、「おお らかになる  かきくけ こ」を思い 出すことに していま

す。いつ、 どなたから 教えてもら ったかも忘 れてしまい ましたが、 その「かき くけこ」

とは、 

 【か】 かっかしな い 

 【き】 気にしない  

 【く】 クヨクヨし ない 

 【け】 けんかしな い 

 【こ】 コセコセし ない    このよう な感じだっ たと思いま す。 

 覚えやす いですよね 。そして、「まあいいか」と気持ちを切り替 えることが できます。

健康長寿の ためにもい いかもしれ ません。  

 健康長寿 といえば、私は、紀州 南高梅の梅 干しをほぐ して、和歌 山でとれた しらすと

いっしょに いただいて います。梅 干しは、健 康にいいこ とはご存じ の方も多い と思いま

すが、最近 、梅干しを 作るときに 梅から出て くる「梅酢 」に含まれ る「梅ポリ フェノー

ル」が体に よくて新型 コロナウイ ルスの感染 を阻害する 効果もある との研究結 果が注目

されていま す。安価で 体に優しい「梅酢」、いろいろな いただき方 を試してみ たいと思

っています 。みなさま もよろしけ れば、お試 しください 。 

みなさまの お住まいの 地域でも、 雨の季節を 迎えたこと と存じます 。 

どうぞお健 やかにお過 ごしくださ い。 

 

 

           知事室 秘書課長  西 山 雅 美 

 

 

 
 和歌山だよりに対するご意見・ご感想をお聞かせください。また、皆様がお持ちの和歌  
山に関する情報をご提供ください。今後、皆様のお声を紙面づくりに活かしていきたいと
考えています。（下記のＦＡＸ（様式自由）、Ｅ-Mail 等でお願いします。）  

■FAX    073-422-4032 

  ■E-mail e0001003@pref.wakayama.lg.jp 

 

 

 

★「和歌山 だより」Ｗ eｂ版を和 歌山県ホー ムページに アップして います。Ｗ eｂ版なら

ではの美し い画面を楽 しんでいた だけますの で、ぜひご 覧ください 。 

和歌山県のホームページ  https://www.pref.wakayama.lg.jp/ 

ふ る さ と 和 歌 山 応 援 ｻｲﾄ https://www.pref.wakayama.lg.jp/prefg/010500/furusato/ 

*個 人 情 報 に つ き ま し て は 、 「 和 歌 山 だ よ り 」

の 発 行 以 外 の 目 的 に は 、 使 用 い た し ま せ ん 。  

2022 年（令和４年）６月 NO.170 

和歌山県 秘書課  
〒 6 4 0 - 8 5 8 5  和歌山県和歌山市小松原通１－１  
TEL 073-441-2026 

 


